
令和2年11月23日

名古屋市

栄出入口・西渡り線及び南渡り線

整備に関する意見交換会
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本日の進め方

１．リニア開業に向けた取り組み
２．現状・課題・整備効果について
３．環境予測結果について
４．事業のスケジュールについて(予定)
５．都市計画案について
６．9月の説明会であったその他の質疑について

○説明内容

○質疑応答
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１．リニア開業に向けた取り組み

名古屋駅と高速道路とのアクセス性の向上

栄出入口

出口

入口

西渡り線

南渡り線※

Ｒ１年度都市計画変更済
黄金出入口フルＩＣ化
新洲崎ＪＣＴ出入口 Ｒ２年度都市計画変更予定

栄出入口、西渡り線、
南渡り線

※ 南渡り線については、名古屋高速道路公社運営会議において位置づけ
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２．現状・課題・整備効果

名古屋高速道路の現状及び課題

丸田町JCT

鶴舞南JCT

明道町JCT

現況の渋滞箇所

都心環状線の合流部や錦橋出口において、
朝夕を中心に渋滞が発生

定時性・速達性の確保が必要

東新町出口

東新町入口

吹上西入口

東別院入口

名駅入口

錦橋出口

丸の内入口

丸の内出口

東別院出口

吹上西出口

白川入口

白川出口
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錦橋出口
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２．現状・課題・整備効果

西渡り線の整備効果

現況の渋滞箇所

丸田町JCT

鶴舞南JCT

錦橋出口

現状のルート

整備後のルート

名古屋駅へのアクセス
向上

効果

都心環状線の渋滞緩和

西渡り線
新洲崎出口
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２．現状・課題・整備効果

現況の渋滞箇所

明道町JCT
現状のルート

整備後のルート

名古屋駅から南方面・
セントレアへのアクセス
向上

効果

都心環状線の渋滞緩和

南渡り線の整備効果

南渡り線

新洲崎入口



東新町出口

東別院出口

吹上西出口

２．現状・課題・整備効果
７

栄出口の整備効果

既存出口からの転換により、
一般道路の混雑緩和に寄与

栄・大須エリアの利便性向上
西渡り線

現状のルート

整備後のルート

効果

約3,900台/日（R9整備なし）
約2,300台/日（R9整備あり）

約11,000台/日（R9整備なし）
約10,100台/日（R9整備あり）

約9,600台/日（R9整備なし）
約8,100台/日（R9整備あり）

― （R9整備なし）
約4,800台/日（R9整備あり）

栄出口

栄エリア

大須エリア



２．現状・課題・整備効果

（配付したＡ４版図面）
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２．現状・課題・整備効果
９

南渡り線と栄入口の合流に
必要な延⾧を確保

西渡り線と既設橋脚が
干渉しない離隔を確保

若宮調節池

先の合流部及び曲線部の
視認性の確保

（配付したＡ４版図面 ３ページ目）
基準を満足する
曲線半径
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丸田町JCT（北）断面

騒音

予測高さ
予測
結果

環境
基準

予測高さ
予測
結果

環境
基準

昼間 66 70 昼間 66 70
夜間 62 65 夜間 62 65
昼間 66 70 昼間 66 70
夜間 62 65 夜間 62 65
昼間 58 65 昼間 58 65
夜間 53 60 夜間 53 60
昼間 58 65 昼間 58 65
夜間 53 60 夜間 53 60

2階相当

1階相当

官民境界
から20m

2階相当

1階相当

予測位置
時間
区分

西側 (dB)

官民境界

予測位置
時間
区分

東側 (dB)

官民境界
2階相当

1階相当

官民境界
から20m

2階相当

1階相当

0.04～0.06
以下

予測位置等 西側 東側 環境基準

二酸化窒素
(ppm)

浮遊粒子状物質
(mg/m3)

官民
境界
1階
相当

0.032 0.032

0.049 0.049 0.10以下

西側(dB)

46

東側(dB) 要請限度(dB)時間区分予測位置

官民境界 昼間

夜間

48

46

48 70

65

大気質

振動
西渡り線 既設高速道路

３．環境予測結果について


